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はじめに

研修目的 ：

障害支援区分認定に関する業務を公平、公正かつ適切に

実施するために必要な知識、技能の修得及び資質の向上

本日お話しすること ：

１． 障害支援区分の概要

２． 障害支援区分の現状と課題

３． 課題やニーズについて

【認定調査】 【医師意見書】 【審査会】 【事務局】

４． 資料の探しかた

1

マニュアルの確認

自己研鑽



障害支援区分の概要 2



障害者支援の考え方 3

第５次障害者基本計画 （令和５年度～）

Ⅲ 各論の主な内容 （11の分野）

１． 差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止

障害支援区分はどこに住んでも平等に公平にサービスを

利用できるようにするための指標



留意事項 4

難病患者等に対する認定マニュアル （令和3年12月）



現状と課題 5

二次判定における上位区分への変更の割合

一部の自治体では平均と大きく乖離 → 地域差がある



地域差の要因 6

個人ワーク → 「 地域差の要因について感じたこと 」



（ 認定調査 ） 7



認定調査のポイント

⚫ 挨拶や調査の趣旨説明を丁寧に行い信頼関係を築くよう努める

⚫ 可能な限り本人と支援者双方の話を聞く

⚫ 一連の行為について「できること」と「できないこと」を把握する

⚫ 日常生活関係の項目は「自宅・単身」を想定する

⚫ 行動障害関係の項目は行動上の障害を生じさせないための

支援者による支援や配慮も含め判断する

8



（ 医師意見書 ） 9



医師意見書の役割 10

医師意見書は、一次判定・二次判定の両方で活用され

審査判定の根拠となる重要な情報である。



支援の量を意識した記載 11



（ 審査会 ） 12



審査判定の課題 13

審査会（合議体）ごとの審査判定のバラつきがある

→ 平準化のために出来ることは

手順

進行

根拠

役割



審査判定プロセス 14

〈STEP1〉

〈STEP2〉



審査会の進行 15

⚫ 審査判定プロセスのどの段階にあるかを声を出し明確にする

⚫ それぞれの専門分野の委員が発言しやすいように工夫する

⚫ 審査判定の根拠にできる事項・できない事項を確認する

（ 動画 ） 進行のポイント

⚫ 既に当初の一次判定結果で勘案された心身の状況

⚫ 根拠のない事項

⚫ 必要とされる支援の度合いとは直接的に関係しない事項

⚫ 心身の状況以外の状況

（支給決定の段階における勘案事項）

（ 二次判定 ） 変更の根拠にできない事項



審査資料の考え方 16



審査会の役割 17



（ 事務局 ） 18



事務局の役割 19



事務局の事前準備 20



事務局のサポート 21



まとめ 22

自己研鑽

違和感や疑問を大切に

資料の探しかた

研修資料の活用

マニュアルの確認

判断とプロセスの修正

検索は
「 厚生労働省 」
「 障害支援区分 」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/
shougaishahukushi/kubun/index.html
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